
 

 

 

 

 

 

 

 １０月２４日に「令和５年度地域連携関係者研修全県講座

（第 1回）が、「コミュニティ・スクールを活用した地域学校

協働活動の充実」をテーマに文部科学省の CSマイスターで、一

般社団法人まなびのみなと代表理事の取釜宏行先生を講師とし

てお招きし、開催されました。県内各地より、教育委員会や学

校関係者があつまり、その中には、コーディネーターとして動

かれている地域の方も参加されており、コミュニティ・スクー

ルのとらえも様々な中で、そうしたズレを感じたり、考えたりできる対話が行われました。 

 そこで「明石市教育委員会における、コミュニティ・スクール導入に向けた取組」として、

「明石の強み“コミュニティづくり”を活かすコミ

ュニティ・スクールづくり」についてお話をさせて

いただきました。 

 明石には小学校区にまちづくりの拠点となる小学

校区コミュニティセンターが設置され、地域住民が

主体となった地域づくりがすすんでいることや、中

学校には生涯学習の拠点となる中学校区コミュニテ

ィセンターが設置され、地域住民の学びの場となっ

ているなど、こうした土壌を活かすために、３つの

取組をとおしてコミュニティ・スクールの推進につ

いてお話をさせていただきました。 

 歩きながら考えた地域の中で人がつながる拠点に

なるための３つの取組はこのような取組です。 

取組１：子どもたちへの支援 

（地域・保護者からの支援） 

取組２：学校に関心を向け、 

人が集まる仕組づくり（大人の学び場） 

取組３：校内研究との融合 

（学校から地域へのアプローチ） 

地域とつながる地域単元の開発＆これからの学び

に向けてのグランドデザイン 

明石のコミュニティ・スクール 

未来にむけて 学びをかえる  

未来を創り 社会を支える 新たな学びと育ちのシステムづくり 
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令和５年度地域連携関係者研修全県講座（第 1回）が開催されました 



取組１は、多くの学校でも取組まれていることでは

と思いますが、その取組を整理しながら意味付けす

ることで、その活動自体の価値が違ってくるのでは

と思っています。取組２はコロナ禍で休止状態です

が、「大人も楽しむ〇〇教室」として大人が気軽に

学校に足を運べる、学ぶ場を創ろうとしたもので

す。 

 現在は休止状態ですが、その役割が誰もが立ち寄れるブックスポットが開設され、それを発展

させて地域の交流の場としての「コミュニティ・スポット構想」が進行中です。そして取組３

は、校内研究との融合で、地域単元を開発し、カリキュラムに落とし込み、１年間の学びをデザ

インしたカリキュラム・マネジメントマップを先生たちが創り上げたことです。地域の土壌をベ

ースにした取組を紹介させていただきました。講師の取釜先生からは、この３つの取組が一体と

なったから、松が丘のコミュニティ・スクールを推進させたのではと評価していただきました。   

子どもも大人も共に育つ場を創り出していくのがコミュニティ・スクールであり、学校づくり

と地域づくりを一体的に推進するという視点をもった「コミュニティ・マネジメント」という視

点が今後学校も持たないといけないようになってくると感じさせていただきました。 

 明石幼稚園・明石小学校・錦城中学校がコミュニティ・スクールの取組

として“３校園花いっぱいプロジェクト”を進められています。その一環

として１０月２７日（金）に明石小学校であかしっ子応援団の保護者・地

域のみなさんと子どもたちが一緒にプランターに花を植えました。大人も

子どももこの指とまれ方式で集まっていましたが、こうしたこの指とまれ

方式が根付いていったらいいなと思いました。１０時２５分から１０時４

５分の２０分という短い時間ですが、子どもたちは保護者の方や地域の方

と一緒に花を植えるという交流の中で目に見えない学びに触れていると感

じました。そうした目に見えない学びが子どもの身体の中にじわじわと浸

み込んでいく仕組が必要なんだと改めて感じました。 

 また、今回、明石小学校に寄せていただいて、あかし

っ子応援団と子どもたちの距離の近さにはビックりしま

した。団長さんを鬼ごっこに引っ張り込もうとしたり、

見かけたボランティアさんに近づいてハイタッチをした

り…。まさにこれが “斜めの関係”と感じさせてくれ

るものでした。業間のちょっとした短い時間でも、子ど

もたちはこうしたことでホッとした感じになるのかなと思ったりします。

みなさんがぶら下げている名札をみると団長さんの名札はもちろんです

が、何のボランティアかわかる、かわいらしい名札をみて、こんな何気

ないことでも子どもとの距離感が縮めることにつながるっているのでは

と感じました。こうした“斜めの関係”なんかも、学校運営協議会でミ

ニ熟議のテーマにしてみるのも面白いのではと感じました。                          

（文責：北本） 

錦城中学校区“３校園花いっぱいプロジェクト” 


